
医
史
学
と
私
の
因
縁
は
、
昭
和
三
年
に
私
が
医
学
の
道
を
歩
み
は
じ
め
た
学
生
の
頃
、
恩
師
里
見
三
男
教
授
の
微
生
物
学
教
室
に
補
手
と
し

て
気
楽
な
出
入
り
を
許
さ
れ
た
頃
か
ら
ま
っ
た
く
自
然
に
発
生
し
た
。
と
く
に
一
年
下
級
の
新
入
学
生
だ
っ
た
大
阪
薬
専
卒
の
鈴
木
元
造
君
と

知
り
あ
い
、
土
曜
日
の
午
後
な
ど
に
は
鈴
木
君
と
ふ
た
り
し
て
京
大
皮
層
科
研
究
室
に
小
笠
原
登
講
師
を
訪
ね
た
り
、
大
阪
外
島
療
養
所
に
桜

井
方
策
博
士
や
所
長
村
田
正
太
先
生
を
訪
ね
た
り
し
て
私
も
獺
学
会
の
会
員
と
な
っ
た
。
癩
菌
に
対
す
る
こ
れ
ら
先
輩
の
イ
メ
ー
ジ
を
感
得
さ

せ
ら
れ
た
こ
と
と
と
も
に
、
梅
毒
村
田
反
応
抗
原
の
創
製
に
、
村
田
正
太
博
士
は
療
養
所
内
に
起
居
さ
れ
て
、
正
常
人
血
清
も
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

シ
ユ
ツ
ツ
コ
ロ
イ
ム
ｒ

ル
抗
原
と
沈
降
反
応
を
現
す
の
で
、
動
物
心
臓
ア
ル
コ
ー
ル
抽
出
エ
キ
ス
を
防
御
膠
原
液
と
し
て
適
宜
に
添
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
梅
毒
や

獺
患
者
血
清
と
の
み
反
応
す
る
診
断
液
を
調
製
さ
れ
る
原
理
に
従
っ
て
夏
休
み
中
に
は
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
嬉
し
い
感
銘
で
あ

後
日
外
島
療
養
所
は
大
風
水
害
の
た
め
に
破
滅
し
、
高
松
市
外
大
島
青
松
園
と
し
て
移
転
改
築
、
私
も
毎
年
夏
休
み
の
は
じ
め
学
生
た
ち
を

引
率
し
て
慰
問
、
見
学
、
研
修
を
兼
ね
年
中
行
事
と
し
、
後
年
優
れ
た
所
員
や
所
長
を
輩
出
し
た
実
績
は
、
若
い
青
年
医
達
の
精
進
の
功
で
あ

っ
た
。
僅
か
一
泊
二
日
の
青
松
園
研
修
で
は
あ
っ
た
が
、
思
わ
ぬ
奇
縁
に
も
恵
ま
れ
徳
島
大
学
眼
科
の
三
井
幸
彦
教
授
と
枕
を
並
べ
た
一
泊
の

翌
朝
、
大
講
堂
で
三
井
教
授
の
ト
ラ
コ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
把
握
の
研
究
講
話
に
浴
し
た
感
激
は
、
学
生
た
ち
と
と
も
に
忘
れ
得
な
い
も
の
で
、
三

ご弓
＝

た
◎

医
史
学
と
私

山
中
太
木

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
五
巻
第
三
号

平
成
元
年
七
月
三
十
日
発
行
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ま
た
鈴
木
元
造
君
自
身
が
遣
し
た
医
史
学
的
原
著
は
、
ま
っ
た
く
不
如
意
の
短
い
人
生
の
中
で
仏
典
医
籍
の
綿
密
な
調
査
を
へ
て
医
学
生
時

代
に
書
い
た
も
の
で
、
い
ま
な
お
光
を
放
っ
て
い
る
。
し
か
し
知
る
者
ぞ
知
る
の
み
の
学
友
会
誌
上
に
、
昭
和
四
年
高
槻
の
田
舎
に
建
っ
た
ば

か
り
の
新
校
舎
内
で
、
私
ど
も
学
生
有
志
の
自
治
で
編
集
刊
行
し
た
小
誌
『
仁
泉
』
に
記
録
さ
れ
た
ま
ま
で
広
く
世
に
知
ら
れ
る
由
も
な
く
、

く
わ
え
戦
時
中
に
廃
刊
に
な
っ
た
も
の
で
、
私
は
故
鈴
木
君
の
追
善
供
養
の
意
味
を
兼
ね
て
医
史
学
会
員
の
た
め
に
改
め
て
復
刻
し
た
い
念
願

寄
贈
し
、
適
塾
の
床
（

私
ひ
と
り
で
は
な
い
。

井
教
授
が
癩
患
者
の
眼
科
治
療
に
示
さ
れ
た
情
熱
と
脱
毛
鹿
毛
移
植
技
術
に
も
敬
仰
し
た
余
韻
は
い
ま
も
心
に
響
い
て
い
る
。

ま
た
私
は
青
松
園
講
堂
で
結
核
菌
Ｒ
↓
Ｓ
変
異
の
生
態
に
つ
い
て
話
し
、
野
島
泰
治
園
長
の
Ｓ
型
結
核
菌
癩
病
原
説
に
も
永
年
つ
き
合
っ
た

想
い
出
は
尽
き
な
い
が
、
村
田
正
太
、
桜
井
方
策
、
小
笠
原
登
、
野
島
泰
治
の
諸
星
先
輩
は
相
次
い
で
他
界
さ
れ
、
若
か
り
し
鈴
木
元
造
君
ま

で
戦
禍
と
痛
疾
の
不
幸
に
逢
い
急
逝
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
寂
し
く
愛
惜
の
極
象
で
あ
る
。

ま
た
癩
患
者
の
苦
し
む
熱
コ
ブ
（
Ｓ
Ｌ
Ｅ
）
の
本
態
究
明
も
学
生
た
ち
と
と
も
に
興
味
を
湧
か
せ
、
私
は
局
所
シ
ュ
ワ
ル
ッ
マ
ン
・
サ
ナ
レ

リ
型
反
応
の
原
理
か
ら
浮
腫
因
子
の
観
点
を
加
え
て
検
討
を
進
め
基
礎
を
深
め
た
想
い
出
も
あ
る
。
私
を
杏
林
温
故
会
に
誘
っ
て
く
れ
た
恩
人

の
鈴
木
元
造
君
の
あ
ま
り
に
短
か
っ
た
人
生
は
惜
し
桑
て
も
あ
ま
り
あ
る
が
、
彼
は
家
に
所
有
し
た
福
沢
諭
吉
筆
の
詩
軸
を
惜
し
ま
ず
適
塾
に

寄
贈
し
、
適
塾
の
床
の
間
に
い
つ
で
も
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
彼
の
公
的
精
神
の
発
露
で
あ
っ
て
、
深
甚
の
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
る
の
は

謬I
詞
l雌
皇
i包：柔

ア
ー
ク
ゲ

ピ
ヨ
ウ
ポ
ウ

適
々
豈
唯
風
月
の
象
な
ら
ん
や
秒
莊
た
る

ヤ

塵
界
自
ら
天
真
世
情
説
く
を
休
め
よ

意
の
如
く
な
ら
ず
と

ス
ナ
ハ

無
意
の
人
は
乃
ち
如
意
の
人

（
適
塾
所
蔵
）
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で
あ
る
。

題
名
は
「
本
邦

泉
会
編
集
部
、

二
論
文
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
他
に
「
カ
ス
パ
ル
流
外
科
に
関
す
る
研
究
」
の
論
文
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
記
録
の
所
在
が
不
明
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
当

時
医
学
生
の
私
ど
も
が
学
内
に
医
学
会
を
創
立
し
て
春
秋
二
回
の
集
談
会
を
開
き
、
そ
の
第
二
回
（
昭
和
八
年
一
月
二
十
六
日
）
鈴
木
元
造
の

演
題
「
古
医
書
に
見
る
大
楓
子
」
、
第
七
回
（
昭
和
十
一
年
五
月
二
十
三
日
）
「
癩
病
の
異
名
」
、
第
十
一
回
（
昭
和
十
三
年
五
月
十
五
日
）
「
本

邦
狂
犬
病
史
」
の
三
題
が
記
録
さ
れ
自
己
抄
録
が
残
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
も
前
の
二
題
と
と
も
に
復
刻
再
刊
に
供
す
る
。

私
は
里
見
、
戸
田
両
教
授
、
大
原
八
郎
博
士
の
因
縁
か
ら
野
兎
病
と
の
付
き
あ
い
を
生
涯
に
結
び
、
そ
の
本
態
究
明
の
研
究
班
の
ひ
と
り
に

加
わ
り
、
自
発
的
に
自
己
人
体
実
験
を
さ
れ
た
犬
原
リ
キ
夫
人
、
長
男
喜
一
郎
博
士
、
佐
藤
久
蔵
、
桂
重
次
、
川
喜
田
愛
郎
、
北
村
四
郎
、
星

島
啓
一
郎
、
桜
井
信
夫
、
三
輪
清
三
博
士
そ
の
他
多
数
の
諸
学
友
と
交
わ
り
、
多
大
の
啓
発
を
受
け
た
鴻
恩
は
忘
れ
得
な
い
。
さ
ら
に
私
は
野

兎
病
研
究
の
奥
の
院
詣
で
と
自
認
し
つ
つ
、
食
兎
中
毒
、
兎
毒
の
国
内
初
の
記
載
者
本
間
棗
軒
の
人
物
に
魅
せ
ら
れ
て
、
水
戸
、
小
川
、
潮
来

を
訪
ね
、
桂
岸
寺
、
長
勝
寺
、
長
国
寺
、
天
聖
寺
、
根
本
寺
、
大
儀
寺
に
墓
碑
、
句
碑
、
碑
文
縁
起
を
読
み
、
拓
本
を
採
り
、
そ
の
心
を
探

り
、
自
準
亭
や
稽
医
館
の
核
心
に
迫
っ
た
。
ま
た
石
島
弘
博
士
を
は
じ
め
故
井
坂
教
、
柳
沢
美
代
志
、
菅
波
達
次
郎
、
故
伊
藤
英
雄
博
士
、
故

原
和
久
博
士
の
案
内
誘
導
の
感
銘
は
深
い
。
水
戸
学
の
人
脈
と
そ
の
心
は
水
戸
歴
代
藩
主
、
安
積
潅
泊
、
佐
皇
示
淳
、
森
臓
塾
、
藤
田
東
湖
、

小
宮
山
楓
軒
、
青
山
延
子
等
の
人
格
と
原
南
陽
、
本
間
玄
琢
、
玄
調
と
禅
譲
の
素
晴
ら
し
い
家
系
を
棚
り
、
道
悦
は
戸
田
藩
士
と
し
て
天
草
四

郎
島
原
の
乱
に
先
鋒
と
し
て
従
軍
、
竹
槍
に
突
か
れ
て
右
脚
を
失
い
、
有
馬
に
湯
治
し
て
医
の
道
に
進
み
、
俳
号
を
松
江
と
称
し
て
松
尾
芭
蕉

と
親
交
が
生
じ
、
芭
蕉
は
猶
子
（
甥
）
桃
印
を
伴
っ
て
伊
賀
上
野
か
ら
江
戸
に
出
て
深
川
に
庵
を
結
び
、
句
友
の
杉
山
杉
風
等
の
温
い
友
情
の

イ
ル
マ
ン

「
本
邦
癩
病
史
上
に
お
け
る
南
蛮
流
外
科
の
祖
・
伊
留
満
Ｆ
昌
函
号
戸
冒
の
廷
ど
（
『
仁
泉
』
第
七
号
、
大
阪
高
等
医
学
専
門
学
校
仁

咄
一
九
三
六
）
お
よ
び
「
奈
良
、
北
山
十
八
間
戸
創
立
に
関
し
て
の
一
考
察
、
附
、
一
遍
上
人
の
癩
救
済
事
蹟
」
（
同
）
と
い
う
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中
に
貧
し
い
生
活
を
耐
え
、
桃
印
は
跨
擦
で
姥
れ
、
内
縁
の
妻
寿
貞
尼
も
幼
女
二
人
と
と
も
に
早
逝
し
、
芭
蕉
は
本
草
経
を
読
ん
で
医
薬
を
学

び
、
貞
享
三
年
四
月
十
二
日
起
請
文
を
認
め
て
、
本
間
道
悦
に
医
師
免
許
を
得
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
っ
た
く
自
分
の
用
で
旅
の
た
め
で
も
あ
っ

た
ろ
う
。
元
禄
二
年
五
月
、
奥
の
細
道
長
路
の
旅
に
出
た
が
、
当
時
ま
っ
た
く
知
る
由
も
な
か
っ
た
野
兎
病
流
行
地
域
を
奥
の
細
道
に
重
ね

チ
ト
ス
ウ
ゼ
ウ

合
せ
て
、
曽
良
と
と
も
に
歩
い
た
紀
行
文
の
中
に
兎
毒
感
染
の
な
き
や
危
倶
す
る
迄
も
な
い
が
、
「
維
兎
蕊
堯
の
行
き
か
ふ
道
そ
こ
と
も
分
か

ノ
、
、
、
シ
ラ
ミ
シ
ト

ず
…
…
」
と
野
兎
も
棲
桑
、
ダ
ニ
も
い
た
は
ず
で
「
蚤
風
馬
の
尿
す
る
枕
元
」
も
さ
ぞ
か
し
寝
床
で
は
痒
か
っ
た
に
違
い
な
い
し
、
湯
殿
山
で

タ
モ
ト

は
曽
良
も
涙
を
流
し
て
「
語
ら
れ
ぬ
湯
殿
に
ぬ
ら
す
快
か
な
」
に
に
あ
る
種
の
医
学
的
な
憶
測
さ
え
は
さ
み
た
い
気
が
す
る
。
羽
黒
鶴
が
岡
城

エ
ソ
ア
ソ
フ
ギ
ョ
ク

ネ
ズ

イ
チ
ブ
リ

下
で
は
医
師
渕
庵
不
玉
の
家
に
宿
し
て
い
る
が
、
鼠
の
関
を
越
え
た
市
振
の
関
で
は
「
こ
の
間
九
日
、
暑
湿
の
労
に
神
を
悩
ま
し
、
病
お
こ
り

て
事
を
し
る
さ
ず
」
と
書
い
て
「
文
月
や
六
日
も
常
の
夜
に
は
似
ず
」
の
句
が
あ
る
。
特
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
夏
風
邪
か
、

野
兎
病
か
、
結
核
か
、
考
え
る
ほ
ど
色
を
と
病
名
も
浮
ん
で
く
る
奥
の
細
道
で
は
あ
る
。
「
旅
に
病
ん
で
夢
は
枯
野
を
か
け
め
ぐ
る
」
辞
世
の

ポ

銘
句
に
も
少
し
の
惚
け
も
感
じ
な
い
五
十
一
年
の
精
進
さ
れ
た
生
涯
で
、
家
族
周
辺
の
癖
擦
早
逝
の
既
往
歴
に
も
耐
え
ら
れ
た
こ
と
を
讃
え
た

い
。
蕉
翁
は
本
間
道
悦
（
俳
号
松
江
）
と
親
戚
つ
き
あ
い
の
間
柄
で
、
鹿
島
紀
行
は
自
準
亭
に
お
い
て
認
め
、
旧
友
の
仏
頂
禅
師
を
激
励
に
訪

ね
た
鹿
島
詣
で
の
後
、
大
洋
村
阿
玉
の
大
儀
寺
に
雨
後
の
清
き
月
見
を
果
し
て
句
境
も
冴
え
、
詩
を
残
し
、
天
聖
寺
の
本
間
家
墓
地
内
に
親
筆

の
句
碑
が
原
南
陽
の
撰
文
で
建
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
宝
光
山
大
儀
寺
の
翁
堂
縁
起
の
碑
文
の
中
に
自
準
亭
と
芭
蕉
お
よ
び
仏
頂
禅
師
の
関
係

を
記
し
、
句
碑
百
基
の
盛
況
に
も
協
力
し
、
毎
年
春
秋
二
回
全
国
の
句
友
た
ち
と
多
数
集
い
、
山
主
山
上
宗
俊
老
師
、
宇
野
沢
竹
童
、
金
原
石

娘
そ
の
他
の
宗
匠
た
ち
と
計
っ
て
自
準
賞
を
設
定
し
地
域
文
化
の
向
上
に
資
し
て
発
展
し
て
い
る
。

昔
か
ら
自
準
亭
を
訪
ね
た
文
人
墨
客
は
数
多
い
が
、
小
林
一
茶
も
そ
の
ひ
と
り
で
「
し
た
は
し
や
昔
し
の
ぶ
の
翁
椀
」
の
句
を
残
し
、
自
準

ネ
￥

亭
で
世
話
に
な
っ
た
汁
椀
の
一
個
は
弥
宜
の
眞
彦
が
貰
い
受
け
て
日
向
に
帰
り
権
現
山
に
翁
神
社
を
祠
っ
て
御
神
体
に
し
た
。
（
詳
細
は
拙
著

「
翁
神
社
縁
起
」
『
義
仲
寺
誌
』
一
八
三
’
一
八
六
号
、
昭
和
五
十
七
年
、
参
照
）

私
は
医
史
学
を
通
じ
て
、
古
人
、
先
哲
、
先
師
の
面
影
と
人
格
や
心
に
触
れ
て
親
し
承
と
喜
び
を
与
え
ら
れ
る
恩
は
、
感
謝
し
切
れ
な
い
ほ
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す
な
わ
ち
先
師
、
先
》

す
示
唆
照
鑑
で
も
あ
る
。

ど
大
き
く
、
ま
た
無
限
の
宝
庫
で
も
あ
る
大
き
な
過
去
の
故
事
は
、
求
め
さ
え
す
れ
ば
、
何
処
に
で
も
未
検
討
不
消
化
の
ま
ま
残
さ
れ
て
お
り
、

現
在
に
持
ち
出
し
て
改
め
て
再
消
化
し
哲
学
す
る
こ
と
こ
そ
後
進
者
我
灸
の
任
務
で
も
あ
る
。

す
な
わ
ち
先
師
、
先
哲
、
硯
学
、
医
聖
た
ち
の
真
蟄
な
格
物
致
知
、
活
物
窮
理
の
努
力
は
現
代
医
科
学
的
医
療
の
肥
料
で
あ
り
、
足
場
を
照

論
語
に
も
い
う
「
志
於
道
、
拠
於
徳
、
依
於
仁
、
遊
於
芸
」
と
人
間
性
を
豊
か
に
自
覚
し
て
お
ご
ら
ず
、
謙
虚
に
真
理
の
喜
ぶ
と
こ
ろ
を
喜

び
頒
ち
あ
う
生
活
と
医
療
を
一
如
た
ら
し
め
る
理
念
を
押
し
進
め
た
い
も
の
と
念
ず
る
。
し
た
が
っ
て
私
は
医
史
学
と
の
因
縁
に
お
い
て
、
左

手
に
聖
典
経
文
を
持
ち
、
医
学
の
総
括
的
概
念
と
し
て
服
麿
し
、
右
手
の
科
学
的
良
智
と
研
精
し
た
技
能
を
そ
れ
ぞ
れ
各
論
的
各
個
別
に
活
用

す
べ
く
、
友
情
豊
か
な
学
友
た
ち
と
切
瑳
琢
磨
の
日
夜
を
楽
し
ゑ
、
感
謝
し
つ
つ
こ
の
求
め
ら
れ
た
項
の
禿
筆
を
掴
く
。（

日
本
医
史
学
会
評
議
員
）

Ｃ
・
Ｗ
・
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
も
、
一

リ
ス
ト
の
聖
書
経
典
は
イ
ン
ダ
ス
且

衛
生
保
健
の
源
泉
を
た
た
え
て
い
る
。
宗
教
心
な
き
医
療
は
罪
悪
に
も
な
る
と
い
う
実
情
か
ら
、
大
医
王
（
釈
迦
）
、
医
王
（
薬
師
）
、
神
農
、
キ

ッ
チ
カ

サ
ラ
セ
ン
文
化
に
も
深
く
連
な
っ
て
、
人
の
道
や
健
康
法
を
培
い
、
医
食
同
源
、
火
食
の
法
は
養
生
訓
、

（63）291


